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古
垣
氏
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
移

取材・文／中城邦子　企画・構成／
小川浩子(本誌)

困
難
な
局
面
に
も
負
け
な
い
！

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
順風のときもあれば、逆
風が吹く日もある。困難
な局面にぶつかったとき
に、いかに乗り切ればよ
いのか—。医師としての
使命感と矜持を持ち、チ
ャレンジを恐れず、前に
進む道を選んだ医師たち
の、モチベーションの高
め方を聞いた。

 「
３
年
後
に
閉
鎖
が
決
ま
っ
て
い
る

病
院
で
も
、
来
て
く
れ
る
医
師

が
い
る
以
上
、
指
導
医
の
責
任
は
大
き

い
」
と
熱
く
語
る
の
は
千
葉
県
立
東
金
病

院
の
古
垣
斉
拡
氏
だ
。

　

東
金
病
院
は
、
千
葉
県
初
の
県
立
病
院

と
し
て
開
院
し
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
機
能
し
て
き
た
。
し
か
し
、
医
師
臨
床

研
修
制
度
開
始
を
機
に
、
大
学
の
医
師
引

き
揚
げ
に
よ
っ
て
医
師
不
足
に
直
面
。
04

年
21
人
い
た
医
師
が
06
年
に
は
10
人
に
激

減
し
た
な
か
で
、
古
垣
氏
は
鹿
児
島
か
ら

赴
任
し
た
。

　

古
垣
氏
は
鹿
児
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
。    

　
「
地
元
は
田
舎
で
高
校
も
公
立
だ
け
。

教
育
も
医
療
も
、
だ
れ
も
が
公
的
な
機
関

に
頼
っ
て
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
地

域
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
い
ず
れ
は
自
分

の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
」
。

　

知
人
も
な
く
、
地
域
性
も
わ
か
ら
な
い
、

し
か
も
多
く
の
中
堅
医
師
が
抜
け
た
あ
と
、

と
い
う
逆
境
に
あ
っ
て
も
、
古
垣
氏
の
士

気
は
高
か
っ
た
。
質
の
高
い
教
育
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
自
身
の
糖
尿
病
と
内
分
泌
の

専
門
医
取
得
と
い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い

た
か
ら
だ
。
中
堅
医
師
が
減
っ
た
こ
と
も

「
戦
力
的
に
は
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
が
、
見

方
を
変
え
れ
ば
若
手
が
増
え
、
人
が
変
わ

っ
た
こ
と
で
組
織
が
活
性
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
レ
ジ
デ
ン
ト
で
頑
張
っ
て
い
る
医
師
た

ち
が
、
将
来
こ
の
地
域
の
医
療
を
担
っ
て

く
れ
れ
ば
む
し
ろ
プ
ラ
ス
」
と
後
輩
の
成

長
に
寄
与
で
き
る
こ
と
に
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組

み
の
成
果
も
あ
り
、
10
年
に
は
東
金
病
院

の
内
科
医
は
レ
ジ
デ
ン
ト
を
含
み
10
人
が

在
籍
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
再
び

逆
風
が
吹
く
。
３
年
後
の
閉
院
が
決
定
し

た
の
だ
。
閉
院
の
直
接
の
理
由
は
老
朽
化
。

替
わ
り
に
新
し
い
医
療
セ
ン
タ
ー
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
「
聞
い
た
瞬
間
は
、
正
直
、

凹
み
ま
し
た
」
当
時
の
心
境
を
語
る
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
古
垣
氏
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
る
の

は
、
１
冊
の
ノ
ー
ト
と
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
だ
。
ノ
ー
ト

に
は
読
書
を
通
じ
て
出
合

い
、
感
銘
を
受
け
た
言
葉

が
書
き
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

エ
ク
セ
ル
で
つ
く
っ
た
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
表
に
は
、
数

十
年
後
の
大
き
な
目
標
を

書
き
込
み
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
学
ぶ
べ
き
こ

と
、
達
成
す
べ
き
こ
と
を
５
〜
10
年
の
ス

パ
ン
で
、
中
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
中
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
１

〜
２
年
内
に
す
べ
き
こ
と
を
小
目
標
と
し

て
定
め
、
日
々
の
学
習
に

取
り
組
む
。
「
思
い
描
く

だ
け
で
な
く
、
夢
や
目
標

は
具
体
的
に
文
字
に
し
て

明
文
化
し
、
で
き
る
だ
け

数
値
化
し
て
い
ま
す
」
と

い
う
古
垣
氏
。
毎
日
、
見

返
す
こ
と
で
、
夢
や
目
標

は
潜
在
意
識
に
刷
り
込
ま

れ
、
イ
メ
ー
ジ
は
よ
り
強

く
鮮
明
に
な
る
。
困
難
な

状
況
に
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
今
こ
れ
を
し
て

い
る
の
か
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
再
確
認

で
き
る
。
次
の
中
目
標
は
「
開
業
」
と
語

る
古
垣
氏
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
表
の
数
字
を

見
返
す
こ
と
を
ス
イ
ッ
チ
に
し
て
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
。

3
年
後
の
廃
止
を
控
え
、

地
域
医
療
に
吹
く
逆
風
に
立
つ

千
葉
県
立
東
金
病
院　

内
科　

副
部
長　

古
垣
斉
拡
氏

CASE 1

ふるがき・なりひろ
2001年鹿児島大学医学部卒業。鹿児島生協病院での初期研修を経て、2003
年より4年間、奄美大島で離島医療に従事。2007年千葉県立東金病院勤務。
地域医療連携室室長。

医
師
数
調
査
（
２
０
０
８
年
度
）
に

よ
れ
ば
、
39
歳
以
下
の
医
師
の
う

ち
女
性
の
比
率
は
29
・
２
％
。
29
歳
以
下

に
限
れ
ば
36
％
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
な

る
増
加
が
見
込
ま
れ
、
期
待
も
さ
れ
て
い

る
が
、
多
く
の
女
性
医
師
が
直
面
す
る
、

『
家
庭
生
活
と
キ
ャ
リ
ア
の
両
立
を
、
ど

う
実
現
す
る
か
』
の
対
策
や
答
え
は
み
つ

か
っ
て
い
な
い
。

　

木
村
聡
子
氏
は
大
学
卒
業
後
、
国
立
東

京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
医
師
臨
床
研
修
制
度
以

女
性
が
直
面
す
る
出
産
・
育
児
と

キ
ャ
リ
ア
の
両
立
に
挑
む

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院　

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頚
部
外
科　

木
村
聡
子
氏

CASE 2

きむら・さとこ
2002年聖マリアンナ医科大学医学部卒業。国立病院機構東京医療センターで
初期研修の後、同センターにて後期レジデント。2007年より日本医科大学付属
病院勤務。
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取
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My Key phrase 

目標や夢は数値化し、
文字にして、毎日繰り返し見る。
５年先、10年先の目標のために
今何をするべきかを考える。
才能よりも根気。信念をもって
努力すれば道は開ける。

感銘を受けた本からの引用や元気が出るフレー
ズなどが書き綴られたノート。毎日見返して自
身を鼓舞している。
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